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ガイオ 定期セミナー CM1

【開示及び用途制限資料 ガイオ・テクノロジー株式会社】

機能安全規格ISO26262/IEC61508
ツール認証について
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ガイオ 定期セミナー CM1

【開示及び用途制限資料 ガイオ・テクノロジー株式会社】

機能安全ツール認証をTÜV SÜDより取得

■ 第三者認証機関であるドイツのテュフズード（TÜV SÜD）より
機能安全ツール認証を取得
⚫ ISO26262（自動車）、IEC61508 （機能安全メタ企画）にて取得

⚫ ツール認証取得製品

• カバレッジマスターwinAMS/ゼネラル V6.0.x： 単体テストツール

• CasePlayer2 V6.0.x： プログラム解析ツール

◼ 結合テスト向け「関数/コールカバレッジ計測機能」もツール認証対象に
– 単体テスト機能に加え、結合テストで求められる「関数/コールカバレッジ」計測機能も、
ツール認証の対象に含まれます。

◼ TCLの設定によらず適用可能
– 最も煩雑なツール認定作業が必要となる

TCL3に設定した場合にも適用されます

• ユーザ様は、TCLによらずツール認定に
関わる作業を省略することが可能です
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ガイオ 定期セミナー CM1

【開示及び用途制限資料 ガイオ・テクノロジー株式会社】

リファレンスワークフロー（RWF）とは？

■ ISO 26262に適合した静的解析、単体テストを行うのに必要な
ガイオツールの使用方法（ワークフロー）を定義した文書

■ TCLによらずツール認定に関わる作業を省略可能
– ISO26262は開発に用いるソフトウェアツール毎に設定するTCL (Tool Confidence 

Level)に応じた開発ツール認定レポートの作成を ユーザーに要求します

– 「カバレッジマスターwinAMS/ゼネラル」「CasePlayer2」はTÜV認証取得済み

– 最も煩雑なツール認定作業が必要となるTCL3に設定した場合にも適用可能

OEM
ECU

サプライヤ
ツール
ベンダー

認証機関
TÜV

リファレンス
ワークフロー

テクニカルレポート発行
認証マーク発行

OKリファレンス
ワークフロー

納品物
ツール クオリフィケーション レポート

この使い方に沿え
ば、機能安全の
ツールとして使え
ますよ。TÜVの認
証がありますよ。

TÜVの認証を基に

して、ツールの認
定をしましたよ。

RWFに沿わない部

分は、機能安全に
沿ったプロセスが既
にあるなら、それで
良いですよ。

RWFに沿わない部分

は、自分でツールの
認定をして、レポート
に入れましたよ。

TÜVの認証
※参考イメージ図
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【開示及び用途制限資料 ガイオ・テクノロジー株式会社】

ユーザーにツール認定に必要な資料を提供

■ GAIOユニットテストツールセット リファレンスワークフロー（RWF）
– 保守契約を頂いているユーザー様からの要求に基づいてガイオが提供

• 提供先を管理されたペーパードキュメントで提供致します （複写、転送はできません）

– 機能安全に対応する静的解析、単体テストを行うために
ユーザー様は、RWFに沿ったプロセス（テスト手順）を構築する必要があります
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ガイオ 定期セミナー CM1

【開示及び用途制限資料 ガイオ・テクノロジー株式会社】

認証バージョンの提供とバージョンアップについて

■ ISO26262/IEC61508認証バージョン専用WEBページを設置
機能安全（ISO26262/IEC61508）ツール認証取得バージョン

• カバレッジマスターwinAMS/ゼネラル：v6.0.x

• CasePlayer2：v6.0.x

ガイオがアップデートバージョンで再認証を取得するまで、
上記認証取得バージョンをいつでもダウンロード可能

■ 認証バージョンに対するバグフィックス等は認証の範囲内で個別対応
機能安全に影響を与えないアップデートは、リビジョンアップにて対応

■ 再認証は機能安全へ与える影響とお客様のご意見を考慮し対応を決定
※お客様自身で最新版のプライベート認定を行う場合は、資料提供などを協力致します

機能追加を含む
最新版

(vX.X /  vX.X)

認証バージョンの
リビジョンアップ

(v6.0.x /  v6.0.x)

認証の範囲内で個別対応
専用WEBページにて提供

通常のアップデートで提供
再認証はお客様のご意見を考慮して

対応時期を決定

未
認証


